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発電所内では，構造物の際で比較的大きな埋戻し土の沈

下が生じたと報告されている例えば１）．岩盤上に設置さ

れた剛な構造物の周囲に埋戻し地盤などの比較的軟質

な地盤が存在すると，両者の地震時せん断応答の差によ

り，剛な構造物近傍の地盤は，それより離れた地盤より

も局所的に大きく沈下する．またそのメカニズムは，構

造物に接する地盤が構造物から離れる際に主働楔が生

じるためであろうと推測されている２）．著者らは，敷地

内地盤の沈下発生メカニズムについて図-1 のように推

定し，これまでに小型模型振動台実験によってこの沈下現象

を確認している３）．本報告では，遠心力模型実験４）により

地盤内の応力状態を実物に近づけた状態で沈下現象の再現

を試みた結果について報告する． 

１．沈下メカニズム  

 図-1 は，発電所敷地内で発生した沈下の概要と推定メカ

ニズムを示している．また図-2 は，構造物近傍地盤内の応

力状態を単純化して示している．すなわち，図において，①

→②→③のように近傍地盤が構造物から離れていくと，土被

り厚さは変わらないため，鉛直応力はほぼ一定のまま水平応

力が減少し，その結果として地盤応力は破壊状態に達し，あ

る範囲に主働すべりが生じることになる． 

２．実験条件＆結果 

 遠心力模型実験は，珪砂 7 号と発電所敷地内で採取した砂（以

下，KK 砂）を用いて実施した．試料の物理特性と粒径加積曲線を

表-1，図-3に示す．実験は砂の種類や地盤高さ等をパラメータと

し表-2 に示す 5ケースを遠心加速度 30G 場で実施した．図-4 に標

準的な模型断面図を，図-5 に加振波形（実物換算値，以下の図も

同様）の例を示す． 

 以下では，実験結果の一例として，ケース 1 の結果について報

告する．図-6 は，構造物から十分離れた位置での水平変位の時刻

歴とその位置での沈下時刻歴ならびに構造物ごく近傍での沈下時

刻歴を示している．図から明らかなように，構造物近傍の地盤は，

大きな水平変位により地盤が構造物から離れるタイミングで大き

く沈下しており，それ以外の部分では，構造物から離れた一般部

分と同程度の沈下となっている．このとき，構造物に作用する土 
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図-1 推定した沈下メカニズム
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図-2 構造物近傍の応力状態イメージ 

表-1 使用材料の物理特性 

図-3 使用材料の粒径加積曲線 
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圧は図-7のようになっており，地表面から-7.6m の深さま

で，水平土圧が零となり，地盤が構造物から剥離している

ことがわかる．最終的に，地震後の地表面の残留変位は図

-8 のように端部が大きく沈下する結果となった． 

３．まとめ  

 遠心力模型実験により地盤の応力状態を実物に近づけ

た状態で模型実験を実施し，剛な構造物近傍での地盤の沈

下現象の再現を試みた．今後は，沈下メカニズムを踏まえ，

沈下量を定量的に予測する手法について検討する． 
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図-8 加振終了後の地表面沈下量分布 

表-2 実験ケース一覧 
番号 砂種類 相対 含水 地盤

密度 比 高さ
% % m

#1 硅砂7号 30 2.5 17.2

#2 硅砂7号 30 2.5 25.5

#3 硅砂7号 30 2.5
* 17.2

#4 KK砂 30 15 17.2

#5 KK砂 60 15 17.2

*　上部の含シリコンオイル比．下半分は飽和．

図-4 実験模型断面図 

図-5 入力波形の例 
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図-6 水平変位と沈下の関係 
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図-7 構造物壁面土圧波形の例 

0

100

200

300

400

500

01020304050
北側壁からの距離　[m]

残
留
沈
下
量

[m
m
]

計測用壁体土槽壁

端部が大きく沈下

G.L.-1.6m 

G.L.-4.6m 

G.L.-7.6m 

G.L.-11.2m 

G.L.-14.8m 

土木学会第64回年次学術講演会(平成21年9月)

 

-490-

 

Ⅲ-245

 


